
式 Bに式(A)と式(C)を代入して 

V = Vox + φs =
𝑄0

𝐶𝑜𝑥
+

𝑞𝑁𝑎𝑊2

2𝜀𝑠
=

𝑞𝑁𝑎𝑑

𝜀𝑜𝑥
𝑊 +

𝑞𝑁𝑎𝑊2

2𝜀𝑠
 (1) 

これより 

W２ + 2
𝜀𝑠

𝜀𝑜𝑥
𝑑𝑊 −

2𝑉𝜀𝑠

𝑞𝑁𝑎
= 0 (2) 

を得ます。 

2次方程式の解の公式を使うと 

W = −
𝜀𝑠

𝜖𝑜𝑥
𝑑 + √(

𝜀𝑠

𝜀𝑜𝑥
)
2

+
2𝑉𝜖𝑠

𝑞𝑁𝑎
 (3) 

が得られ、空乏層幅が電圧 Vの関数として得られます。 

ここで式(D)の登場です。 

C

C𝑜𝑥
=

𝐶𝑗

𝐶𝑜𝑥+𝐶𝑗
=

1

1+
𝜀𝑜𝑥
𝜀𝑠

𝑊

𝑑

 (4) 

この式のWに(3)を代入すると 

𝐶

𝐶𝑜𝑥
=

1

1−1+√1+
2𝜀𝑜𝑥
2

𝜀𝑠

𝑉

𝑞𝑁𝑎

1

𝑑2

=
1

√1+
2𝜀𝑜𝑥
2

𝜀𝑠

𝑉

𝑞𝑁𝑎

1

𝑑2

 (5) 

が得られました。 


